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「町田市福祉のまちづくり総合推進条例の改正（案）の考え方」のパブリックコメ

ント実施結果 

 

Ⅰ．意見の募集期間 

２００９年９月２１日（月）～２００９年１０月２０日（火） 

 

Ⅱ．意見の募集方法 

■「広報まちだ９月２１日号」に概要掲載 

■「町田市ホームページ」に内容掲載 

■下記窓口での資料配布 

・福祉総務課（市役所本庁舎２階）・市民相談室（市役所本庁舎１階） 

・市政情報やまびこ（市役所中町分庁舎１階）・市民協働推進課（市民フォーラム３

階） 

・各市民センター・木曽山崎センター・玉川学園文化センター 

・各市立図書館・市民文学館 

 

Ⅲ．「町田市福祉のまちづくり総合推進条例の改正（案）の考え方」の概要 

（１） 心のバリアフリーやユニバーサルデザインをはじめとする、福祉のまちづく

りを総合的に推進する考え方を基本理念とすること 

（２） 福祉のまちづくりを推進するための基本的事項として、従来からの健康の確

保、社会参加の促進に加えて、情報、サービスおよび心のバリアフリーに関す

る取り組みを行うこと 

（３） 福祉のまちづくりに関する施策を総合的に推進するための基本となる計画を

策定すること 

（４） 都市施設等の整備に関して、町田市が条例制定以降 15 年余にわたって積み

重ねてきた取り組みを基本において、国の法律や東京都の条例制定の動きと整

合を図りつつ、より質の高い整備を推進し実現すること 

 

Ⅳ．お寄せいただいたご意見の内訳 

４名の方から、延べ１６件のご意見をお寄せいただきました。ご意見の内容は次のと

おりです。 

項 目 件数 

１．心のバリアフリーをはじめとする条例の基本理念に関すること ４

２．福祉のまちづくりに関する施策を総合的に推進するための基本計画の

策定、関係施策との連携に関すること 

７

３．条例の基本理念の普及、啓発に関すること ３

４．条文に関すること １

５．その他 １
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Ⅴ．お寄せいただいたご意見の概要と市の考え方 

※お寄せいただいたご意見は取りまとめの都合上、集約して掲載しております。 

 

１．心のバリアフリーをはじめとする条例の基本理念に関すること（４件） 

ご意見の概要 市の考え方 

「車いすで歩けるまちづくり」は身体

の不自由な方に対して社会参加を願って

いるのに対し、「心のバリアフリー」は、

心身の障がいの方に対する方策ではない

のですか。 

福祉のまちづくり総合推進条例では、

障がい者だけでなく、すべての人に対し

て平等に社会参加ができることを理念

としています。 

また、心のバリアフリーについても、

すべての人の存在をお互いに理解し、支

えあうことができる社会を目指してお

ります。 

補助犬等はユニバーサルデザインのソ

フトな側面ではないかと思います。 

補助犬は障がい者にとって、とても重

要なパートナーになります。そのため、

補助犬は人間の介助者と同じと考えて

いますので、ご指摘のとおり、ソフト的

な側面が強いと考えております。条例改

正では、すべての人に対して平等に社会

参加ができることを理念とし、すべての

人の存在をお互いに理解し、支えあうこ

とができる心のバリアフリーユニバー

サルデザインのまちづくりを目指して

おります。 

福祉のまちづくりを推進するため地域

の力も必要だと思われます。町内会・自

治会等は市民の中に、学校等は事業者に

含まれるのですか。 

福祉のまちづくりを推進していくた

めには、行政はもちろん地域の力がとて

も重要なことです。町内会・自治会等は

市民と事業者の両側面があると考えて

おります。また、私立の学校等は事業者

になります。 

「思いやり駐車区画」は車いすマーク

のある駐車区画とは別のものですか。 

障がい者用駐車区画の対象者は身体

障がい者、内部障がい者、補助犬を同伴

している人等すべての障がい者が対象

になります。思いやり駐車区画は、障が

い者用駐車区画の対象者のほかに、歩行

が困難な高齢者、療養・リハビリ中の人

や妊産婦・乳幼児連れの人等、一般の駐

車区画よりも広いスペースを必要とす

る人が対象になります。 
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２．福祉のまちづくりに関する施策を総合的に推進するための基本計画の策定、関係

施策との連携に関すること(７件) 

ご意見の概要 市の考え方 

分譲マンション居住者の高齢化が進ん

で管理費・修繕費用等の追加負担は困難

となってきており、修繕工事・建て替え

に大きな問題を抱えている。分譲マンシ

ョンの共用部分について、自治体で一部

補助してもよいのではないか。例えば、

分譲マンション管理組合に対する太陽光

発電支援・ＬＥＤ電球化等の支援により、

電気料等の経費削減につながり長期修繕

計画の資金確保に役立てることもお考え

願います。 

 これは近い将来の高齢化社会の問題を

先取りすることにもなります。 

ご意見につきましては、既存建築物の

バリアフリー化の促進など、条例とあわ

せた施策の取組みとして、今後の施策展

開の検討の参考とさせていただきます。

分譲マンション居住の高齢者はエレベ

ーターにストレッチャーが入らない、共

用廊下が狭いなどの問題があり、デイサ

ービス・介護を受けるにも不便な思いを

されています。是非エレベーター取替・

共用廊下の拡幅も含めた改修について自

治体の更なる支援も考えてもらいたい。

ご意見につきましては、既存建築物の

バリアフリー化の促進など、条例とあわ

せた施策の取組みとして、今後の施策展

開の検討の参考とさせていただきます。

町田市の地域包括支援センターは小さ

な事務スペースに行ってもどう相談を受

ければいいのか分からないようなところ

ばかりで、市民に密着したサービスを提

供できていないように思う。 

介護予防のために、高齢者が取組みや

すく、楽しいスポーツ等の「介護予防プ

ログラム」を用意したらどうか。 

庁内で連携を図り、今後の施策展開の

参考とさせていただきます。 

介護予防重視型システムの充実で、要

介護者の絶対数を低減させる取組みが最

重要だと思います。 

高齢社会を迎え、誰もが住み慣れた地

域で、生涯安心し、自立した生活を続け

るため、介護予防システムの構築は重要

だと考えます。庁内で連携を図り、今後

の施策展開の参考とさせていただきま

す。 
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分譲マンションを廃墟として社会問題

化しないために、将来を見据えた自治体

の各種支援を望みます。 

ご意見につきましては、既存建築物の

バリアフリー化の促進など、条例とあわ

せた施策の取組みとして、今後の施策展

開の検討の参考とさせていただきます。

福祉部門以外の部署で高齢者や障がい

者へのサービス提供のあり方を検討する

部署を新設してはいかがか。そうすれば、

高齢者や障がい者の問題意識も改善され

るのではないか。 

ご意見を参考に、運用体制等につい

て、庁内で連携して検討してまいりま

す。 

 

３．条例の基本理念の普及、啓発に関すること（３件） 

ご意見の概要 市の考え方 

理念ではバリアフリーや権利擁護が唱

えられているが、実際の人の意識にそれ

が浸透しているとは思えない。 

今後、広報紙や市ホームページ、啓発

冊子などによりバリアフリー等に関す

る普及・啓発を一層強化し、多くの人に

それらが浸透していくよう、努力してま

いります。 

市役所がどんなに「心のバリアフリー」

と言っても説得力がない。福祉で頑張っ

ているのは福祉事務所だけで、その他の

部署の職員は高齢者や障がい者の問題も

窓口機関の担当職員がやるのだから関係

ないという意識になっている。 

法律や制度では本人の尊厳を守ると言

っても、今の社会では「福祉は行政頼み」

と相変わらずなのですが、その中で出来

ることとして行政職員が市民の見本とな

ることが必要ではないでしょうか。 

市職員に対しましても「心のバリアフ

リー」について普及・啓発を行い、率先

して福祉のまちづくりを推進してまい

ります。 

 

４．条文に関すること（１件） 

ご意見の概要 市の考え方 

用語の意味がわかりづらい。 ご意見を参考に、用語の定義を示し、

条文の検討をすすめてまいります。 
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５．その他（１件） 

ご意見の概要 市の考え方 

分譲マンションについての各種調査・

データの開示を望みます。 

開示できるデータ等につきましては、

可能な限り公開していきたいと考えて

おります。 
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― 問い合わせ先 ― 

町 田 市 地 域 福 祉 部 福 祉 総 務 課 

〒１９４－８５２０ 町田市中町１－２０－２３ 

ＴＥＬ ０４２－７２４－２１３３  ＦＡＸ ０４２－７２４－１１８７ 


